2019年度自己評価結果公表シート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人　松葉学園
認定こども園　松葉幼稚園
1、 本園の教育目標
	心身ともに健全な園児の個性的・社会的資質と能力の成長発達をはかる。
　・素直で明るい情操豊かな個性を育てる
　・集団生活での望ましい態度を培う
　・健康な身体とたくましい気力を養う


2、 本年度、重点的に取り組む目標・計画
	一人ひとりの子どもに応じた工夫や配慮を行い、子どもの積極性や、想像力を引き出していけるような環境を心掛ける。
室内の備品の定期的な点検、改善をし、子どもの過ごす環境ということを心掛け、再度定期的な点検、整理整頓を努めていく。


3、 評価項目の達成及び取組状況
	　　　　　　評　価　項　目
	
	　　　　　　　　　取　組　状　況

	環境
	一人ひとりの子どもに応じた工夫や配慮を行い、子どもの積極性や、想像力を引き出していけるよう取り組んだ。クラスによっては結果が伴わないクラスもあったので、色々な工夫や配慮を今後も考え取り組んでいきたい。

	環境

	定期的に室内の点検や改善を行うことができた。整理整頓は、クラスによっては改善する余地もあった。園全体で意識を変えて、今後も子どもを預かる環境ということを念頭におき、環境作りに取り組んでいきたい。

	言葉
	教師や子ども同士で話し合ったり、気持ちを伝えあったりする機会を設け、一人ひとりと向き合って子どもと関わることができた。


4、 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果
	・自己評価を行うことで、園としての取り組んでいく課題を見つけることができた。
・昨年度の自己評価の結果を踏まえて、できるようになったことも多く見られた。
・カリキュラム以外で、子どもの発達や遊びの発展となるように工夫が少なかった。
・園内、園外の研修を積極的に行い、参加に努めたが、習得したことを実際の保育に生かし切れていない部分もあった。


５、今後取り組むべき課題
	課題
	具体的な取り組み方法

	環境
	カリキュラムをこなして身に付けていく内容以外にも、子どもの発達や遊びが発展するように工夫していく。

	研修

	園内、園外の研修は引き続き積極的に行い、習得したことを実際の保育に生かし、保育の質が向上するよう努める。


６、学校関係者の評価
	特に指摘すべき事項はなく、妥当であると、認められる。


７、財務状況
	公認会計士監査により、適性に運営されていると認められている。


